
阿部議員の「総合公園だて歴史の杜について」のうち「「迎

賓館・三戸部家の周りの樹木剪定について」のご質問からお

答えいたします。 

迎賓館等を含む旧伊達邸庭園の樹木につきましては、随時、

老朽木の伐採や見通し確保のための剪定を行っており、今後

も適切な管理に努めて参ります。 

次に「迎賓館・三戸部家への「通路の整備について」であ

りますが、令和８年度から、公園内を縦断する通路について

舗装化等の整備を計画しております。 

次に「迎賓館裏の倉庫の修復について」でありますが、令

和８年度に「修復の実施を計画しております。 

次に「入口の整備について」でありますが、入口付近の低

木や雑木の剪定等を行い、環境を整えて参ります。 

次に「迎賓館での企画事業について」でありますが、これ

までも、迎賓館を会場として、開基記念日や七夕に合わせた

イベントや歴史講座等の事業を実施しており、令和８年度に

は、だて歴史文化ミュージアムの指定管理者が、自主事業と

して迎賓館でのお茶会の開催について計画しております。 

次に「迎賓館・三戸部家、開拓の歴史の伝え方について」「

でありますが、市立学校においては、「だて学」の取組の一

環として、だて歴史文化ミュージアムの見学や副読本、開拓

物語等を活用した授業等を通して、先人の努力によって築か

れた本市の成り立ちへの理解や関心を高めるよう努めてお

ります。 

次に「「コミュニティバスについて」でありますが、自治体

が運行するコミュニティバスにつきましては、民間バス路線

等の移動手段のない交通空白地における地域住民の移動手

段の一つとして有効な取組であると認識しており、令和６年

度に有珠地区において実証運行を行ったところです。現在の

ところ、運行はしておりませんが、市街地における循環型の「

移動手段に係る選択肢の一つであると捉えております。 


